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平成 23年 6月 8日 

各 位 

 

会社名 日立キャピタル株式会社 

代表者名 執行役社長 三浦 和哉 

（コード番号：8586・東証一部） 

問合せ先 執行役常務 百井 啓二 

（TEL：03-3503-2118） 

 

 

＜持続的成長に向けた海外事業の展開について＞ 

 

当社は 2010年 6月 4日に、当社が従来より取組んで参りました①リース・クレジット等

基盤事業の事業性の確保②回収ビジネスなどの機能提供型事業の開発・構築③アジア地域

を中心とした海外事業の強化を骨子とする「2010年度～2012年度中期経営計画」を公表い

たしました。 

この中期経営計画の実行を確実なものとするとともに、次の成長に向けて、今般、2015

年度における目標を設定し、その成長戦略の柱となる海外事業についての概要をお知らせ

いたします。 
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1.1.1.1.    海外事業の現況について海外事業の現況について海外事業の現況について海外事業の現況について    

当社は、1975 年から販売金融を中心に海外事業を展開して参りました。日立キャピ

タル英国においては、消費者向け販売金融と自動車リースを中心に事業を拡大し、消費

者向け販売金融で、業界トップクラスの地位を築くまでになり、また、日立キャピタル

香港においても、事務機器の販売金融において、圧倒的シェアを得るようになりました。 

中国経済の伸張とともに、2005 年に設立いたしました日立租賃（中国）においては

順調に事業が拡大しており、2012年度の日立租賃（中国）の計画値であった取扱高 100

億円を 2010年度に 2年前倒しで達成いたしました。 

現在では、海外事業全体で約 78 万の海外のお客さまから支持を得て、連結営業収益

の海外比率は 30％を占めるまでに成長いたしました。 

 

2.2.2.2.    海外事業における重点施策海外事業における重点施策海外事業における重点施策海外事業における重点施策    

今後も経済成長著しいアジア地域を中心とした新興国において、当社が長年培ってき

たマーケティング及びマネジメントのノウハウを活かし、海外事業の拡大・充実に努め

て参ります。 

《海外事業強化施策として》 

① エリア拡大によるアジア地域の強化 

現在、アジア地域おいては、香港・シンガポール・中国・タイに進出しておりま

す。また、日立グループ企業などの事業拡大をサポートするため日立租賃（中国）

に上海支店を開設し、この 4月より営業を開始いたしました。 

本年度中に、マレーシア・インドネシアへの進出、日立キャピタルタイランドに

おいてはチョンブリ県への支店の開設を行なうとともに、2015 年度までに、中国

において内陸部への支店の開設、ベトナムや他の地域へM&Aも活用し、スピード

をあげて展開いたします。 

 

② 欧州における事業展開 

英国中心の事業運営を行なっておりましたが、今後は欧州大陸への進出を検討し

て参ります。 

 

③ 日立グループとのグローバル連携 

日立グループとの事業連携を強化し、販売金融を中心とした金融サービスの提供

により事業拡大を図って参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3

3.3.3.3.    新たな数値目標新たな数値目標新たな数値目標新たな数値目標    
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連結ＲＯＡ（経常利益／営業総債権） １％以上

海外ＲＯＡ（経常利益／営業総債権） ２％以上

連結ＲＯＡ（経常利益／営業総債権） １％以上

海外ＲＯＡ（経常利益／営業総債権） ２％以上

＜2015年 連結目標＞＜2015年 連結目標＞

連結ＲＯＡ 0.6％

海外ＲＯＡ 1.7％
海外比率 29％

JCR社：AA-

R&I社：A+

S&P社：A-

2010年度（実績）

格付け


